
































































































































































































































































異先 l卜ト一一寸市1l而百i:針叶|ト一E五8正:;瑞i計|一一1長卦卦|トトト一一-一 8 器謝鉛~-卜卜.一 寸.-
表4 全体の回答
|面語君主I極受理!I可能型 l許可型圃望塑1面遜塑~語審1素面巷1"李白福T i+ 
同友i卜ト一41石正訂{i甜:計十卜.一47.
異友 l卜-一 d~t一瓦石ぷd:J長淵卦叶;誌剤叶叶叶~I計 十|卜卜卜ト-一一-一一o.'
間先 |十卜一一寸 1寸百.百6謝i謝計計叶一-瓦;詰瑞叶;計叶|卜卜一一-一-一-吋|卜トトト一一一寸-一一-一1IdE式謝;計|卜卜卜一一一司一石-
異先 1---17長十--29~m----Õ~6-H----4.3~1- -- --4~j~t----õ~~f---Õ~6H-苛i*f----ιÕ~hÖÕl~
表5 男性の回答
曜語習1"f蔓憂零!I百T能型|許可型I扇望事JT9l遜事1示蚕事|無回答lその他l 計
同友 l十卜一一 16冗d1百E;究知効;計計十十十-一---5詰瓦5 .品ぷ謝:f長鉛鋭:z鉛訪i計計i卜卜トト-一一一o一一-一可-百b古詰~ã-M卜卜卜-一一.一-五主泊訂五1了オ没却-:!認知.?完f究知~1一一-寸3~t-計計十十十卜一一寸-一司
異友 1-ト卜一一 13寸百1 i謝;計十-一 4;石i王戎:f景:誌謝i計計i卜卜卜卜一一一-一一-一-ö.õ~t卜卜卜一一--19一.d;計計計|トトトト一一一寸-一一-4.:互式品t」品;計十十十十ト一一一-一一-一 õ~õ~f卜卜一 0 . 1可百:五6d品:計十十十一寸---;s寸1花ï浅8正:























































[型 |体 |形 女 |男 |総計
~メメタタ一型型一集|一江丁計芽寧生体|集否註定一形ー一- ・ー
l翠l 体 |形 女 |窮 |銃計 ト---
メタ型 エJEEE十霊M生j査註霊-監 可能型恒|っ主す一集」計査定毘 ーー ーーー
伝タ直i




s 7 12 ーー- 5 7 12 
5 7 12 
22詰fll~ 8 7 15 許可型芽豆iFE髭 -・ーーー・8 7 15 8 7 15 丁寧体|喜室長 14 4 18 
許可裂時事iFE髭 2 2 4 許認呆手続. 16 6 22 
丁寧体I貴否定定髭形 16 6 22 16 7 23 3 2 5 授受型也h主すー集」計査定髭
w許-可--型_l集工計写生襲註-- 19 8 27 19 9 28 T寧体I査貫1定E.R形2 3 3 
授受型 T寧体I貴否定定髭形 3 4 7 32 42 74 
48 75 123 丁寧体集計 32 45 77 
授受裂 工集計写生泉社--
51 79 130 関野安嘉子-ー，ー51 79 130 ト・ 1
直後型 丁寧体I貫否主定髭形 1 27 38 32 47 79 
直後型時鵠FE9 18 27 T寧体集計 1 28 39 9 18 27 
費集計量益子 -ー-- 瞳銭喜子 --胎極. 日正安豆- トー_11 29 40 9 19 28 











































































































































日本語吉謎文法研究会編 (2007) W現代日本語文法 3~ くろしお出版





柳慧政 (2008)W日語日文学第 37 輯.~ i日韓の依頼談話の対照研究ー依頼の
成立の後から終了まで」
柳慧政『日語日文学研究第 53 輯.~ i韓国語と日本語の依頼表現の対照研究
-36一 (61) 
ー依頼表現の使い分けを中心にーJ
i ((依掛)と((命令》の違し、にっし、て， 山岡 (2008)は f((命令》 と((依掛)
の違いは，働きかけの程度の違し、によるものではなく，聴者の行動に対する
話者の権限が条件として求められているかどうか(聴者に対する拘束力があ
るかないか)といった質的な差異をもって，矧腕騰と認定するJと述べてい
る。
E 例文には実際の回答を尊重しクエスチョンマーク“?"を付けているが，
考察では省いている。
田実際の発話では口調などとされるが，科高はアンケートに記述されたもの
を扱うため，“文体'とした。
四不等号記号“ぐ'は“<"よりも差が大きいことを表す。
v この回答者は，材高では取り扱わなかった質問項目においても，依頼相手
による表現の使い分けをしない回答をしていた。
世ここの回答は向性・異性どちらに対しても「先輩・-申し訳ないんですけど，
明日のテストの資料がなくなったので，もしよければ…Jというもので，言
い切らない形で間接的表現としての性質を強めている。
百i本稿では取り扱わなかった質問項目の回答も含めると，全体で10名の回
答者に「っす」体の表現がみられたが，その内女性は1名のみであった。
四テキストマイニングPツーノレの一つの“トレンドサーチ2008"による分析
で，回答の関連性などを視覚化することができる。
四図において丸や長方形で固まれているものを指すo
x図においてノード同士を繋いでいる線を指す。
m 上向き矢印“↑"は上昇調を表す言己号とする。
垣i r借りていい↑Jは男女ともに使用例の見られた回答だが， r.借りていし、
かjは女性の回答には見られなかった。
泊i fくれるJや「くれないJ，fくれんJとし、った，表現の中に「くれ(る)J
が付くものを“クレパ類"とする。
xivfもらえるJや「もらえませんか'J，fもらえんJといった，表現の中に「も
らえ(る)Jの付くものを“モラウ類"とする。
xv flt、ただけませんか」や「し、ただきたし、Jなどの，表現の中に flt、ただ(く)J
が付くものを“イタダク類"とする。丁寧さの違いからそラウ類とは別とす
る。
(62) ? ??
